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はじめに 
　総合地球環境学研究所では「地域に根ざした小規模
経済活動と長期的持続可能性」（プロジェクト・リー
ダー：羽生淳子）が 2014 年度から 2016 年度までの
3 年間の予定で実施されている。そのプロジェクトの一
環として、松井章先生（奈良文化財研究所）が、かね
てより共同研究を行っていた Dale Croes 氏（Pacific 
Northwest Archaeological Services ／ Washington 
State University 客員研究員 ) と北米での遺跡調査へ
の参加を企画し、2015 年５月３日から１７日にかけて、
山本直人（名古屋大学）・菅野智則（東北大学）・真貝理
香の３名が、カナダ・トリケット島（Triquet Island）
における先史時代の遺跡（EkTb9）調査に参加した。　　　　
　この調査は、Hakai Institute の援助（註 1）を受け
た Duncan McLaren 氏（University of Victoria）に
よるチームによるもので（McLaren, ed. 2013）、発掘
調査の概要については別稿（菅野他 2015）にて、投稿
中である。この遺跡は約 8000-5000Cal. BP. に比定さ
れる貝層や泥炭層を含む湿地遺跡であり、木製品、石器、
大量の貝類・魚類、若干の海棲ほ乳類などが出土した。
今回の調査において極めて興味深かったのは、現在は
無人島となっているトリケット島が、自然環境が極め
て良好な状態で保たれていたため、我々は森の中でテ
ント生活をし、発掘調査のみならず、遺跡周辺で実験
考古学さながらの体験ができたこと、また、調査には
同島をテリトリーとするヘイルツク (Heiltsuk) 族の若
夫婦 Joshua Vickers、Andrea Walkus さんが参加し
ていたことで、彼らから伝統文化の一端を聞く事がで
きたことである。遺跡調査を目的としたフィールド・
ワークではあったが、遺跡をとりまく自然環境や民族
事例からも学ぶことが極めて多かったため、ここにそ
れらを記載して報告したい。なお、カナダでは先住民
族はファースト・ネイションと呼ばれている。

1. 豊かな干潟がもたらすもの
北米北西海岸の先住民族の生業を語る時、我々が一

番に想起するのは、サケやニシンの季節的到来、そし
てそれらを冬期食料とするための保存技術、この安定
した豊かな食料が彼らの高い人口密度を支えたという

ストーリーである。このストーリーに異を唱えるつも
りはないが、現地で、さらに我々が体感したのは、干
潟～潮間帯をとりまく海洋資源の豊かさであった。

（１）貝類
トリケット島は東西 - 南北の各径が 2 キロにも満た

ない針葉樹におおわれた島で、島の外周は海岸が複雑
に入り組んでいる（図 1）。当地域の海岸域の特徴の一
つは、潮位の差（干満差）が極めて大きいということで、
最大時には 5 メートルにも及ぶ。このような大きな干
満差は、日本では有明海等にしかみられない。我々は
海岸で、海水をポンプでくみ上げ、発掘後の土を篩に
かける水洗作業をしていたのだが、午前中はみるみる
うちに潮が引くので作業場所を何度か沖に移動し、ま
た夕方近くになると今度は潮が満ちてくるので、その
たびに篩とホースのついた木製三脚を移動させねばな
らなかった。
　遺跡発掘区の貝層からは、Mussel( イガイ類 ) と、
Butter Clam( 二枚貝。バカガイに近い )、Barnacle( フ
ジツボの一種 ) などが多く出土したが、この遺跡の北
側には遠浅の干潟が広がり、そこから東側に数分ほど
歩くと、一転、岩礁性の海岸となる。遺跡から砂泥性
と岩礁性両方の貝類が出土するのも首肯できる。我々
が引き潮時に潮干狩りを行なったところ、砂浜下には
殻長 6cm 以上の大形の Butter Clam が無尽蔵ともい
えるほど生息しており、また Little Neck と呼ばれるア
サリに似た貝も含めて、あっという間にバケツ一杯の
二枚貝を採集できた（図 2）。また岩礁性海岸の岩肌に
は、イガイやフジツボ、カメノテ類が、あちこちびっ
しりと群生していた。我々は意気揚々と収穫を持ち帰っ
たのだが、Andrea さんは、「今の時期、Butter Clam
は食べられるかなあ」と、首をかしげている。彼らの
間では「ニシンの卵の時期が終わったら（春）、Butter
Clam は食べない」と言われているのだそうだ。これは
夏場の貝類には、貝毒が発生することがあるので（貝
の餌となるプランクトンが、まれに毒性を持つ）、その
目安の時期を示したものであろう。他のメンバーの「大
丈夫だ」という意見に従い、我々は、Butter Clam、
Mussel、Chiton( ヒザラガイ ) も茹でておいしく食べ、
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お腹をこわすこともなかったのだが、それにしてもこれ
だけ身の大きな貝となると、数個食べるだけで意外にお
腹が張るものである。我々日本人は Mussel を食べなが
ら、「日本でこれだけのムール貝を食べたらどれだけ値
段が高いか」とついつい考えながら手を伸ばしてしまっ
たが、現地の調査メンバーは、貝など、もううんざりと
言わんばかりに、1 ～ 2 個食べると見向きもしない。
　干満の差が大きく干潟が広いということは、すなわち
貝類の採集域が広いということでもあり、潮が引いた時
には、岩礁の海岸側にも歩いて行きやすい。同島ではす
でに複数の地点でボーリング調査が行なわれ、McLaren 氏
は「この島全部が貝塚」と笑うが、この地域では周辺の
島々にも多くの貝塚が存在している。永きに渡って大量
の貝類を供給してきた環境、こうした貝類の存在もまた、
当時の人々の安定した海産資源の一助となっていたこと
を伺い知る経験となった。

 【図 1：トリケット島地図 】

【図 2：潮干狩り】

2） 石垣状漁労トラップ（石干見）
　広範な干潟域は、貝類採集の容易さだけをもたらし
ているのではない。干潟は極めてアクセスしやすい魚
の「漁場」でもあるのだ。トリケット島の北部干潟に
は、かつてファースト・ネイションの人々によって作ら
れた潮汐の干満差を利用した石積みの漁労ワナ（stone 
wall trap/stone trap）が、まだ残っていた（図 1）。本

島の例は、アルファベットの V の字を 2 つ放射状に並
べた形に、こぶし大～ 30cm ほどの石を積み上げたもの
で、満潮時にトラップ内に侵入した魚が、引き潮時に石
垣に遮られて取り残されたところを捕獲するものである

（図 3.4.）。もはや現在では使われておらず、ヘイルツク
族の２人に尋ねても、いつごろ遺棄されたものか、はっ
きりしない。遺跡形成当時の人々が、果たしてこのよう
なトラップを利用していたかどうか、安易な類推は慎ま
ねばならないが、我々が見学に行った際には、ちょうど
perch（小型のスズキの一種）が死んでいた。遺跡から
も perch の骨は出土しており興味深い。

　現代の日本でも、こうした石積みのワナは、「石干見（い
しひみ・いしひび）」等と呼ばれて、九州や沖縄を中心
に見られ、韓国・台湾・東南アジア・南太平洋諸島の各
地沿岸でも、多数、類例が存在することが、田和など（田
和 2007）によってまとめられている。

ヘイルツク族の石垣状トラップを研究し、使用法の口
承伝承の調査も行なっている White（2006.2011）に
よると、捕獲ターゲットとされるのは、まずサケ、そし
てニシン、タラ、スズキ類と続く。アシカ・アザラシ類、
ラッコ、ネズミイルカといった海棲ほ乳類を捕ることも
あったようだ。また White は、石垣状トラップが作られ
る場所も干潟や河口、さらには地理的条件や捕獲の対象
に応じて、石積みの形状にも円弧状や直線状など様々な
タイプがあることを詳しく調査している。

現在ではもはや、石垣状トラップによる漁労は盛んで
はないものの、この地域では多数の石積みがまだ残って
おり、特に Bella Bella 地域の生業を研究した Pomeroy

（1980）は、140 のトラップを記録し、最大級のものは
約 243 ｍにおよぶと報告している。
　縄文時代の定置式漁労施設と考えられる例としては、
後晩期の岩手県萪内遺跡の「エリ」状遺構の杭列など、
複数例があるが、日本の先史時代の漁労活動においても、
干満差の大きな干潟を持つ沿岸部遺跡においては（有明
海沿岸など）、こうした石干見の存在も想定してよいの
かもしれない。

　また川を遡上するサケの捕獲に関しては、石干見だけ
でなく木製のトラップが使われ、同じくヘイルツク族の
テリトリーであるバンクーバー島西岸の Koeye River で
は、100 年以上前に製作伝統がすたれてしまったサケ用
の木製ヤナ（梁：wooden weir ＝川を横断する大形の
木製柵によるワナ）の製作を復元し、サケ漁を復活させ
るプロジェクトも進行中である。
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 【図 3：トリケット島の石積みトラップ】 
(John Reynolds 撮影 ) 

2. カズノコの伝統漁法
同島は無人島であるゆえ、調査期間中の食料はすべて

ボート、途中からカヌーに移し替えての搬入となった。
その中で興味深かったのは、Joshua が持ち込んだ塩漬
けニシンの卵（カズノコ）である。通常我々日本人が食
べるカズノコは、産卵前の雌ニシンの体内から直接取り
出されるために塊の形状を保っており、昆布に産卵した
後のカズノコは「子持ち昆布」として食される。ところ
が、彼が持ってきた産卵後のカズノコについていたのは
昆布ではなく、緑色の葉が残ったままの木の小枝なので
ある。聞いてみると、これはヘムロック (Hemlock：ベ
イツガ ) の枝であり、これこそが Hilary Stewart（1977.
邦訳 1987）などが報告している、ファースト・ネイショ
ンによる伝統的なカズノコの採集法なのであった ( 図 4.
註 )。ニシンはサケ類と並んでファースト・ネイション
の極めて重要な食料である。彼らは子持ち昆布だけでな
く、ヘムロックやスプルース（Spruce: トウヒ）といっ
た常緑樹の幹枝を、海面下に「おもり」と共に沈めておき、
ニシンが春に産卵した後に引き上げて、生食か乾燥させ
て塩漬けにして保存する（Stewart 1977）。塩漬けカズ
ノコは、そのままでも食用可能であるが、Andrea が醤
油とタマネギの薄切りと共に漬け込んだものは、たいへ
ん美味であった。

　日本では 1950 年代後半より、ニシンの漁獲量が激減
してしまったが、カナダにおいてもニシンの減少は危惧
されており、その資源管理は重要な問題である。我々は
自然と調和した伝統的なカズノコ漁法が、ファースト・
ネイションの人々によって、今なお続けられていること
に感動を覚えたが、彼らが環境に配慮したニシン漁を続
けるのは、決してたやすいことではない。2015 年春に
は水産海洋省が、閉鎖されていたセントラルコーストの
ニシン商業漁業船操業の再開を宣言したため、資源減少
を危惧したヘイルツク族が水産海洋省の支局事務所前を

占拠するなどの抗議行動を行なった。最終的に水産海洋
省は、2016 年度のための共同管理計画を提案したが、
こうした軋轢は今後も続くと思われる。
　この地域のニシンは、サケやタラなどの大型魚類、ク
ジラやイルカ、アザラシやアシカといった海棲ほ乳類の
エサとして、重要な生態系の底辺を担っている。それゆ
えニシンの減少は単一魚種の問題に留まらず、この海
域の生態系全体に関わるものとして捉えるべきである。
我々は「ニシンの減少が天然サケの減少を招くのではな
いか」と憂うのであるが、一方で、現地の商業漁業によっ
て捕獲された成魚のニシンの身は「養殖サケのエサ」に
なることもあり、卵は日本向け塩漬けカズノコとして輸
出されているというのは、何とも皮肉なことである。

　日本人にとってカズノコは、正月料理として食べるだ
けでなく、市場で流通している「子持ち昆布」もカナダ・
アラスカからの輸入ものが主となっている。我々の日本
人の食材はどこからやってきて、それは現地で何をもた
らしているのか。我々は情報発信をしていく必要があろ
う。

【図 4：針葉樹や昆布によるカズノコ採集法 (Swart1977)】　

3. 植生および植物利用
北米北西海岸域は降雨量が多く、いわゆる温帯雨林

（Temperate Rainforest）と呼ばれる湿潤な森林地帯が広
がっている。現在、当地域の島々にはシダー（Cedar）を
中心に、スプルースなど針葉樹が多く見られ、今回の調査
でも貝層下の茶色泥炭層から、スプルースの細長い球果

（cone）が、5000 年以上の時を経て、あたかも数日前に
落ちたかのような良好な保存状態で数多く出土した。しか
し、現在この島に多数生えているシダーの球果は出土しな
かった。シダーといえば、近現代の北西海岸を象徴する木
であり、幹を木材や舟として利用することはもちろんのこ
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と、樹皮もバスケットやマットに利用されるなど（Stewart 
1984）、生活には欠かせない。Red Cedar が、南西ブリ
ティッシュ・コロンビアで一般的となるのはおよそ 6,000
年前、北中央海岸部では 5,000 ～ 4,000 年前と考えられ
ている（Mathewes 1991）。現在この島には Western
red cedar が多く、Yellow cedar も少し見られるが、そ
れらがいつごろ同島に持ち込まれて広がっていったのか、
古環境・古景観の復元も彼らの重要な研究課題のひとつで
ある。

　また Dale Croes 氏は、長年アメリカワシントン州やオ
レゴン州で、遺跡出土のバスケットやその製作復元に取り
組んでおり、ネイティブ・アメリカンの植物利用にも詳し
い。そのため彼と森の中を歩くと、もはや彼自身がイン
フォーマントとなる。先述のスプルースの根は細長く伸び
る性質を持っており、北西海岸のネイティブ・アメリカン
が、バスケットや帽子類を作成する材料だということで、
彼は実際にスプルースの根をとり（図５）、30 センチほど
の角材の切れ目に挟んで茶色の表皮をはいで、細い縄を綯
う方法をレクチャーしてくれた（図６）。当地域では、初
夏に実をつけるベリー類も、かつては重要な保存食にも
なっていた。ちょうど花が咲いていた赤紫色の花を指差し

「この花は Salmonberry。これは彼らにとって貴重な食料
だ」、また別の低木をみては「ああ、この Salal も紫のベ
リーがなる。ツルもバスケットに使うことがある」と、レ
クチャーに余念がない。湿潤な気候を反映して、森の中に
は多くの種類のコケが生えていたが、それらのひとつを取
り「このコケは、かつてはオムツとして使われた。吸水性
がいいからな」、「あっちの木の枝から白く垂れ下がってい
るコケは、Beard moss ( アゴヒゲのコケ ) っていう名前
だ。面白いだろう」と、話が止まらない。このアゴヒゲに
似たコケも、繊維の染料となることを、後日知った。また、
Hakai 研究所のある Calvert 島を散策した折は、日本のミ
ズバショウに似た形の黄色い花を指差し「これは Skunk
cabbage。葉が広いからものを包むのにいい」。また、背
丈ほどの小さな木を見つけた時は、「この葉で Labrador
tea ができる。今日は  (Wuixinuxv 族の )Johnny が、調
子が悪いと言っていたから、これを持っていってやろう」
と、いきなりビニール袋に葉を摘み始めた。一緒に摘んで
みると、この葉は爽やかな清涼感のある香りがして、お湯
を注ぐと一種のハーブティーができるらしい。北米太平洋
岸で広く使われている薬効のある葉ということだ。
　以上、ここに挙げたのは数例であるが、このように我々
は都市部の遺跡調査では得られない貴重な経験をし、民族
誌上の事例、遺跡形成当時の漁労活動や現在進行形の問題

にも視野を広げることができたのは、大きな収穫であった。

【図 5：スプルースの根の採集】　

【図 6：スプルースの根の皮をはぎとる】

 4. さいごに
Croes 氏および McLaren 氏は、2015 年 7 月 26 日

から８月２日にかけて名古屋で開催された国際第四紀学
連合第 19 回大会（INQUA ⅩⅨ）のために来日し、発
表を行った。また Croes 氏は、７月 30 日には総合地球
環境学研究所において羽生が主催する国際ワークショッ
プに参加し、８月４日には Croes 氏、McLaren 氏は共に、
奈良文化財研究所において「環境考古学講演」を行った。
こうした研究の交流を通じて、北環太平洋地域の先史時
代に関する比較研究を継続して続けていければと考えて
いる。
　また本研究を計画段階から主導し、調査に参加する予
定であった松井章先生が、2015 年６月９日逝去された。
ご冥福をお祈りしたい。また、松井先生の意思を受け継
ぎ、縄文文化と世界の狩猟採集民文化との比較研究を継
続的に進めることで、先生の学恩に報いたい。
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Cohen, Cal Abbott, Daryl Fedje, Joanne McSporran, Grant Callegari, and
Johnny Johnson.

註 /Hakai Institute の web ページ　http://www.hakai.org/　　
Duncan McLaren 氏らを含めた考古学プロジェクトについては
http://www.hakai.org/research/human-habitation-calvert にて紹介されている。
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